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地
域
一
体
で
産
地
を
め
ざ
す
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市
内
で
は
、
平
成
17
年
頃
か
ら
、

仁
摩
町
や
長
久
町
を
中
心
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し

た
。
主
に
露
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
病
気
が
出
や
す
い
こ

と
や
品
質
が
安
定
し
な
い
な
ど
、

産
地
化
に
向
け
て
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
や
る

気
の
あ
る
生
産
者
が
集
ま
り
、
石

見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合

（
岩
﨑
勝
男
組
合
長
）
を
立
ち
上

げ
、
島
根
県
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
高
品
質

な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

　

大
田
市
は
、
古
く
か
ら
農
業
や

畜
産
が
盛
ん
で
、
農
地
に
占
め
る

水
田
の
割
合
が
高
い
地
域
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
米
の
消

費
の
減
少
や
価
格
の
低
下
が
続

き
、
米
を
主
体
と
し
て
き
た
こ
と

で
農
業
の
衰
退
傾
向
が
続
く
、
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
食
い
止
め
、
上
昇

傾
向
へ
と
転
換
す
る
た
め
に
、
市

で
は
米
に
依
存
す
る
体
質
か
ら
脱

却
し
、
水
田
で
の
収
益
性
が
高
い

野
菜
づ
く
り
を
広
げ
る
取
り
組
み

「
水
田
園
芸
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

水
田
園
芸
で
は
、
今
後
、
需
要

が
見
込
ま
れ
、
機
械
化
や
省
力
化

が
可
能
な
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
や

「
白
ね
ぎ
」、「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」
を

市
の
推
進
３
品
目
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。
新
規
の
作
付
け
や
規
模

の
拡
大
に
か
か
る
取
り
組
み
を
支

援
し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
な
担
い
手
が
安
心

し
て
参
入
で
き
る
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
組
合
で
は
、
県
外
の
先
進

地
域
へ
の
視
察
や
研
修
な
ど
を
積

極
的
に
お
こ
な
い
、
平
成
29
年
か

ら
は
さ
ら
な
る
収
益
の
向
上
に
向

け
、
新
た
な
栽
培
方
法
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

畝う
ね

の
土
を
約
60
㌢
に
盛
る
「
高

畝
式
」
の
栽
培
方
法
を
採
用
。
こ

れ
は
、
収
穫
時
に
膝
や
腰
へ
の
負

担
を
大
幅
に
軽
減
し
、
作
業
性
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ウ
ス
内
の
畝
と
畝
の

間
に
通
路
が
で
き
る
た
め
、
光
が

入
り
や
す
く
、
光
合
成
が
進
み
、

株
の
成
長
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
風
通
し
が
よ
く
な
る
こ

と
で
、
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
来
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
旬
は

春
で
す
が
、
生
産
組
合
で
は
一
年

中
安
定
的
に
高
品
質
な
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
生
産
す
る
た
め
に
、
従
来

の
露
地
栽
培
か
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
へ

の
転
換
を
進
め
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
生
産
に
適
し
た
温
度
・
湿
度
・

水
分
量
な
ど
を
適
切
に
管
理
・
調

整
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
豪
雨
や
日
照
り
な
ど
、
不
安

定
な
気
候
変
動
か
ら
農
産
物
を
守

る
こ
と
に
加
え
、
外
部
環
境
か
ら

作
物
を
隔
離
し
、
カ
ビ
な
ど
の
原

因
菌
が
進
入
す
る
経
路
を
遮
断
す

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

産
地
化
へ
の
歩
み

今
、大
田
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
熱
い

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
産
地
化

水
田
園
芸
の
推
進

新
た
な
栽
培
技
術
の
導
入

ハ
ウ
ス
栽
培
へ
の
転
換

　

近
年
、
島
根
県
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、
市
が
連
携
し
、
水
田
を
活
用

し
た
収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物
の
栽
培
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
出
荷
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
今
、
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

収
穫
作
業
を
す
る
川
島
文
夫
さ
ん
（
温
泉
津
町
井
田
）
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現
在
、
市
内
で
は
年
間
21
㌧
以

上
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
産
地
化
に
向
け
た
取
り
組

み
は
、
は
じ
め
か
ら
安
定
し
た
生

産
が
で
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
な
お
「
こ

れ
が
正
解
」
と
い
う
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
栽
培
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。

　

島
根
県
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、
市
な

ど
の
関
係
機
関
で
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
支
援
チ
ー
ム
を
結
成
。
収
量
が

伸
び
悩
ん
だ
際
に
は
、
生
産
者
や

関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
そ
の

要
因
を
栽
培
技
術
面
か
ら
分
析
・

解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
生
産
者
が
お
互
い
の
農

地
を
巡
回
し
、
生
育
状
況
や
防
除

対
策
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
や

共
有
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
栽
培
技
術
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
産
地

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
、
新
規
就
農
者
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽

培
面
積
も
３
年
前
と
比
較
し
て
、

約
５
倍
と
な
る
２
㌶
ま
で
拡
大
す

る
な
ど
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
産
地

と
し
て
急
成
長
し
、
県
内
で
も
大

き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
組
合
で
は
、「
や

る
ぜ
！
大
田
市
の
特
産
品
農
産
物

ナ
ン
バ
ー
１
（
１
億
円
突
破
！
）」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
も
う

け
る
経
営
の
実
践
」
や
「
規
模
拡

大
に
向
け
た
仲
間
づ
く
り
」
に
励

む
ほ
か
、
生
産
者
が
島
根
県
版
Ｇ

Ａ
Ｐ
「
美お

味い

し
ま
ね
認
証
」
の
取

得
を
図
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、
大
田
の

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
市
内
の
畜
産
農

家
か
ら
堆
肥
の
提
供
を
受
け
、
土

◇
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
を
始
め

た
き
っ
か
け

　

も
と
も
と
水
稲
栽
培
を
営
ん

で
お
り
、
並
行
し
て
栽
培
で
き

る
品
目
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
空
き
が
あ

り
、
栽
培
環
境
が
あ
っ
た
こ
と

や
大
田
市
で
勢
い
の
あ
る
品
目

だ
と
話
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

◇
実
際
に
栽
培
を
始
め
て
―
―

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
植
え
付
け

て
２
年
目
で
あ
り
、
親
株
が

育
っ
た
こ
と
で
、
今
年
か
ら
本

格
的
に
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
印
象
と
し
て
は
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
生
育
が
早
い
た
め
、

毎
日
収
穫
で
き
る
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
畝
式
の

栽
培
や
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
整
備

に
よ
り
、
負
担
の
少
な
い
集
出

荷
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

◇
最
後
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

　

Ｐ
Ｒ
を

　

大
田
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、

土
づ
く
り
か
ら
手
間
暇
を
か
け

て
い
ま
す
。
味
は
と
て
も
甘
く

て
お
い
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。
生
産
組
合
の
雰

囲
気
も
良
く
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

柔
ら
か
く
て
甘
み
が
あ
り
、
お

い
し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
、
ぜ
ひ

一
度
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
７
）

生
産
者
と
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

大
田
市
の
特
産
品
農
産
物

ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
し
て

　今年２月、久手町にアスパラガスの共同選果
場が完成しました。
　選果場には、アスパラガス専用の透過式選別
機が設置されています。高速でアスパラガス１
本１本の大きさや重さを検知し、品質が高いも
のを結束し、出荷します。
　共同選果場に施設の整備や高度な機械を導入
し、さらなる生産量増加への対応や産地化を推
進する拠点施設として今後も活用されます。

　２年前からアスパラガスを
栽培している渡邊徹さんにお
話をうかがいました

生産者
インタビュー

共同選果場が完成
産地化の拠点

渡邊　徹さん（久手町）
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大
田
市
役
所
の
本
庁
舎
は
、
昭

和
57
年
３
月
に
建
設
さ
れ
、
40
年

が
経
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
30
年
４
月
の
大
田
市
東
部
を
震

源
と
す
る
島
根
県
西
部
地
震
の
際

に
は
、
天
井
板
や
外
壁
が
は
が
れ

落
ち
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
近
年
で
は
、
経
年
劣
化
に
よ

る
雨
漏
り
の
ほ
か
、
老
朽
化
に
よ

る
多
く
の
不
具
合
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
災
害
時
の
拠
点
と
な

る
本
庁
舎
が
、
現
在
の
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
大
き

な
問
題
も
あ
り
、
本
庁
舎
の
整
備

は
市
が
抱
え
る
重
要
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
全
体
が
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
、

も
う
一
度
、
大
き
な
地
震
が
起
き

た
ら
使
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
①
整
備
手
法
と
②
整
備
候
補

地
に
つ
い
て
、
比
較
・
検
討
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　

昨
年
５
～
６
月
に
「
本
庁
舎
整

備
を
考
え
る
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
）」
を
開
催
。

ま
た
、
８
・
10
月
に
は
「
本
庁
舎

整
備
を
考
え
る
会
」
の
参
加
者
を

含
む
「
本
庁
舎
整
備
を
考
え
る
会

（
少
人
数
版
）」
を
開
催
し
、
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
は
、
旧
耐
震
基
準
で
建

て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
平
成
25
年

度
に
お
こ
な
っ
た
耐
震
診
断
で
は
、

耐
震
性
能
が
不
足
し
て
い
る
（
Is

値
＊
１
０
・
47
）
た
め
、「
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
」
と

い
う
結
果
で
し
た
。
老
朽
化
に
加

え
、
島
根
県
西
部
地
震
に
よ
り
建

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
の
方
向

性
を
取
り
ま
と
め
る
中
で
、「
現

本
庁
舎
に
耐
震
改
修
は
お
こ
な
わ

な
い
」「
整
備
候
補
地
２
か
所
の

選
定
」
の
２
点
に
つ
い
て
、
３
月

定
例
市
議
会
に
お
い
て
報
告
。
議

会
か
ら
は
整
備
に
つ
い
て
、
前
向

き
な
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
起
こ
っ
た
ら
―
―

整
備
の
方
向
性

市
役
所
本
庁
舎
の
整
備

な
ぜ
、今
、考
え
る
の
か

【人口減少】今後も人口減少が続く見込み
令和４年３月　約33,000人
　→25％減→　令和27年　約25,000人

【公共施設の現状】市内に約400施設（総床面積約260,000㎡）
あり、市民一人あたりの施設床面積は、同規模自治体の２倍
程度あるため、現状でも他市より財政的な負担が多い。将
来的にもさらなる負担が見込まれる。「公共施設適正化計画

（2045年までに総床面積を30％（78,000㎡以上）削減するも
の）」を推進することにより、市全体の健全化を図る。

【市役所本庁舎】旧耐震基準により、昭和57年に建築された鉄
筋コンクリート造・地下１階地上４階・延床面積約10,000㎡

比較項目
建替え（6,000㎡）

耐震改修（約10,000㎡）
一か所に整備 分散して整備

耐用年数 〇（40年） ×（20年）

イニシャルコスト（当初整備経費） △（耐震改修に比べて高い） 〇（建替えに比べて安い）

ランニングコスト（運営経費） 〇 ×

耐震性能の確保 〇 〇

防災拠点の確保 〇 △

ユニバーサルデザイン 〇 ×

窓口サービスの向上 〇 ×

環境負荷の軽減 〇 △

整備費用＋ランニングコスト 40億円 32億円 32億円

＊１　建物の耐震性能を表す指標
【算出式】　Is値＝（強度の指標）×（粘り強さの指標）
×（建物形状のバランスの指標）×（経年劣化の指標）

国土交通省「官庁施設の総合耐震計画基準」によ
り災害応急対策活動に必要な建築物および多数の
者が利用する建築物に区分される場合は、上記の
算出式に「×1.25」を乗じた値を用いる

Is値 結　　　　果
0.375未満 倒壊または崩壊する危険性が高い
0.75未満 倒壊または崩壊する危険性がある
0.75以上 倒壊または崩壊する危険性が低い

大田市の概要

①整備手法
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①・②を踏まえて、基本構想＊2を今年度中に策定する予定です。
　令和４年５月～７月　　　　　市民との意見交換会
　令和４年８月～令和５年３月　基本構想策定業務
　令和５年４月～　　　　　　　基本構想を踏まえた整備の検討

・地震・水害などの災害に強い庁舎　　　
・感染症に強い庁舎

・効率が良い動線を確保した庁舎
・再生可能エネルギー利用など環境負荷に配慮した庁舎
・自然環境を生かし、省エネルギーを実現する庁舎

・効率的・経済的な庁舎 
・ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）＊３を推進し、高度情報

化や多様なニーズなどに柔軟に対応できる庁舎

・大田らしい魅力のある庁舎

・市民サービスにおける機能性・効率性の高い庁舎 
・ユニバーサルデザインに対応し、来庁者が安心して利用できる庁舎
・市民が集い、ともに活動できる場としての庁舎

基本方針Ⅱ　まちづくりや災害時の拠点となる、安全・安心な庁舎

基本方針Ⅲ　機能的で働きやすく、環境にやさしい庁舎

基本方針Ⅳ　将来の変化に柔軟に対応できる庁舎

基本方針Ⅴ　大田らしさが感じられる庁舎

基本方針Ⅰ　市民の利便性が高く、共生・協働の場となる庁舎

＊２　現庁舎の課題などを把握し、
整備の必要性などについて考え方
を整理したもの

＊３　進化したＩＣＴやＡＩ技術を
浸透させることで、人々の生活を
より良いものへと変革させるとい
う概念

一人ひとりの人権が
尊重される
心豊かな共生社会を
実現するための拠点とする

②整備候補地

③今後の予定

基本理念

整
備
候
補
地

大田市駅前周辺東側
土地区画整理事業地内

旧警察署跡地
市民会館駐車場部分を含む

現在の庁舎敷地
敷地周辺を含む

メ
リ
ッ
ト

・ハザードマップ　制限なし
・ほかの公共施設と連携
・公共交通機関や国道９号とのアク

セス
・にぎわい創出
・事業に計画性があり、スムーズに

整備

・特になし ・ハザードマップ　制限なし
・市役所の場所として認識

デ
メ
リ
ッ
ト

・土地区画整理事業の状況による工
期の影響

・ハザードマップ
　浸水（深さ0.5㍍）区域
・整備中の周辺施設への影響が大
・土地活用の自由度や期待度に制限

・整備中の周辺施設への影響が大

JAしまね
虹のホールおおだ

大田市民会館

大田市役所

大
田
市
駅
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大田市役所本庁舎整備編
全地域で市長と語る会を開催
　５月９日から７月14日まで、市内27まちづくりセンターを会場に、市役所本
庁舎整備について、市民の皆さんと市長が議論を交わす意見交換会を開催しま
した。
　会議では、大田市の財政状況や公共施設適正化計画、本庁舎の現在の状況に
ついて、資料をもとに説明。また、これまで積み重ねてきた議論について説明
しました。その後、皆さんから本庁舎整備の手法や財政負担のほか、さまざま
な意見や疑問に対し、市長が回答しました。
　寄せられたご意見などは次のとおりです。基本構想の策定など、本庁舎の整
備に向け、生かしていきます。

アンケート調査結果から
◇参加者 ◇意見交換会に参加して、本庁舎の整備について

参加前と比べてどれだけ興味を持ちましたか

ご参加いただいた皆さん
　ありがとうございました

本庁舎整備について説明する市長

大屋まちづくりセンター（５月13日）

50代　12.7%

30歳未満　1.0%

多く寄せられたご意見
・デジタル化による庁舎規模の縮小や市民サービス

の向上
・公共交通機関との関係も考慮し、さまざまなアク

セスの向上
・総合窓口を設けたり、窓口を目的ごとに色分けし

たりした市民サービスの向上
・有利な財源確保と将来を見越した適正な投資
・建物や空間の役割に複数の用途を持たせるなど効

率的で、にぎわい創出ができる庁舎

問建築営繕課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8010）

40代　8.5%
30代　3.5%

とても興味・
関心をもった 

41.6%
少し興味・

関心をもった 
37.7%

興味・関心がなくなった 
0.7%

変わらない 
5.5%

60代　60.6%

無回答
13.7%

無回答 
14.5%

長
久
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
６
月
３
日
）



広報おおだ　Ｒ4（2022）8.187

副市長と東洋ソーラー株式会社
藤原一美代表取締役（右）

前
列
左
か
ら
米
さ
ん
、
石
田

さ
ん
、
後
列
左
か
ら
門
田
さ

ん
、
生
越
さ
ん
、
藤
原
さ
ん

　

こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
東
洋
ソ
ー

ラ
ー
株
式
会
社
（
松
江
市
）
か
ら

防
災
体
制
の
充
実
と
強
化
へ
向
け

た
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
、
船
木
三
紀
夫
副
市

長
が
同
社
を
訪
れ
、「
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ご
支
援
に

深
く
感
謝
す
る
」
と
お
礼
を
述
べ
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

（
地
方
創
生
応
援
税
制
）

　

国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体

の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
て
、
企
業
が
寄
附
を
お
こ
な
っ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

東
洋
ソ
ー
ラ
ー
が
大
田
市
を
応
援

た
場
合
に
法
人
関
係
税
か
ら
税
控

除
す
る
仕
組
み

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
３
）

第46回全国高等学校総合文化祭
【自然科学部門】（８月２日～４日／東京都）
大田高校　自然科学部　米　　優花（３年）

石田　俊哉（２年）
【写真部門】（８月２日～４日／東京都）
大田高校　写真部　　　生越　若葉（３年）

門田真亜子（３年）
【将棋部門】（８月３・４日／東京都）
大田高校　囲碁将棋部　藤原　　彗（２年）

高円宮賜杯第42回全日本学童軟式野
球大会マクドナルド・トーナメント

【軟式野球】（８月８日～14日／東京都）
大田東ジュニアベースボールチーム

第69回全国高等学校ビジネス計算競技大会
【珠算】（７月29日／東京都）
邇摩高校　ビジネス同好会

小島　　咲（３年）

【書道部門】（８月２日～３日／東京都）
邇摩高校　書道部　　　三代　千晴（３年）

【文芸部門俳句】（８月２日～４日／東京都）
邇摩高校　文芸部　　　山本千礼奈（３年）

全国大会の出場にあたり激励金を贈呈しました
（順不同・敬称略）

全国の舞台へ

　三瓶町の北の原市有林（第71回全国植樹祭植樹会場隣接）
で森林保全活動がおこなわれました。
　これは、社会貢献活動の一環として森林保全活動に取り組
む企業を「しまね企業参加の森づくり」として島根県が支援
し、企業や県、森林組合、市町村の４者が協定を締結し、森
づくりを推進するものです。６月14日には島根県庁において
株式会社山陰合同銀行、島根県、大田市森林組合、大田市に
よる協定調定式を開催。山陰合同銀行が新たに「ごうぎん希
望の森・三瓶」として、森林の整備を図り、森林保全活動に
取り組むことになりました。
　６月18日、快晴の中、１回目の活動がおこなわれ、職員と
その家族約60人が下草刈りや芽かきの作業を実施しました。

問森づくり推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8169）

ごうぎん希望の森で保全活動
60人が作業に汗を流す

左
か
ら
三
代
さ
ん
、

山
本
さ
ん
、
小
島
さ
ん
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大田の将来を担う
人材を増やす・育てる

大田地域人材確保促進協議会の取り組みを紹介

◇
問
い

　

あ
な
た
は
地
元
の
企
業
を
何
社

ぐ
ら
い
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
（
１
つ
選
択
）

　

①
15
社
以
上

　

②
10
～
14
社

　

③
５
～
９
社

　

④
１
～
４
社

　

⑤
で
き
な
い　

◇
回
答

　

④
１
～
４
社
が
44
・
６
㌫
と
最

も
多
く
、
次
い
で
③
５
～
９
社
が

28
・
８
㌫
、
⑤
で
き
な
い
が
13
・

８
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
一
部
抜
粋
）

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

10～14社　6.8%
15社以上　4.1%無回答　1.9%

できない 
13.8%

５～９社 
28.8%

１～４社 
44.6%

　

市
・
石
見
大
田
公
共
職
業
安
定

所
・
市
内
商
工
団
体
な
ど
が
中
心

と
な
り
、
大
田
地
域
の
雇
用
の
確

保
と
そ
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
構
成
団
体

大
田
市

大
田
市
議
会

石
見
大
田
公
共
職
業
安
定
所

大
田
高
校

邇
摩
高
校

大
田
商
工
会
議
所

銀
の
道
商
工
会

市
内
事
業
所
（
約
50
社
）

　

市
内
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
令
和
３
年
度
実
施
）
に
よ
る
と
、

地
元
企
業
の
認
知
度
は
低
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
下
記
参
照
）

　

高
校
生
が
地
元
企
業
を
詳
し
く

知
ら
な
い
ま
ま
進
学
し
て
し
ま
う

こ
と
は
、
若
年
層
の
市
外
流
出
の

　

協
議
会
で
は
、
企
業
と
高
校
生
、

高
校
進
路
指
導
教
諭
と
を
つ
な
ぐ

イ
ベ
ン
ト
や
人
材
の
定
着
を
目
的

と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
外
の
若
年
層
向
け
に
企

業
紹
介
サ
イ
ト
を
通
じ
て
情
報
発

信
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
田
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
、

い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
企

業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
市
で
は

就
職
に
関
す
る
個
別
相
談
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
５
）

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
有
効

求
人
倍
率
１
・
50
倍
（
令
和
４
年

６
月
時
点
）
と
、
企
業
は
人
材
を

求
め
て
お
り
、
将
来
の
担
い
手
と

な
る
若
年
層
の
確
保
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
事
業
所
に
お
い
て
は
、
若
年
層
の
市
外
流
出
に
よ
り
、

新
規
学
卒
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
大
田
地
域
人
材
確
保
促
進
協
議
会
と
連
携
し
、
人

材
の
確
保
や
育
成
に
取
り
組
み
、
若
年
層
の
市
内
定
着
を
図
っ

て
い
ま
す
。

大
田
地
域

人
材
確
保
促
進
協
議
会
と
は

若
年
層
の
流
出
に
お
け
る

課
題

協
議
会
の
取
り
組
み
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企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
研
修

進
路
指
導
教
諭
と
企
業
の

就
職
情
報
交
換
会

高
校
生
向
け
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

人
材
確
保
要
望
活
動

大田地域人材確保促進協議会　事務局
〒694-0064　大田市大田町大田イ309 - 2　

大田商工会議所内　☎0854 ‐ 82 ‐ 0765

大田地域人材確保促進協議会

会員企業を募集中！
　協議会では、大田市内の事業所を対象に新規会員
企業を募集中です。
　会員企業には、研修や雇用に関するイベントなど
をご案内します。
　入会を希望する事業所は、事務局へお問い合わせ
ください。 働く人にインタビューを実施。仕事の内容や働く人

の思いなどを記事や紹介動画にまとめ、ホームペー
ジで「ジョブサーチおおだ」として紹介

社会人として必要なスキルを、基礎的な内容から応
用までステップを踏んで身に付けてもらうために、

「就職前」「就職後」「半年後」に研修を実施

市内企業の人材確保につなげるため、企業を高
校生などに紹介してもらうよう高校教諭と市内
企業との情報交換会を実施

地元高校生の市内就職および進学後のＵターンを促
進するため、市内企業を知るガイダンスを実施

人手不足が続く中、若年層の人材確保、地元企業へ
の就職を促進するため、市内の高校や企業を訪問し、
要望および意見交換を実施

人材確保の取り組み

おおだに働くところ、あります！
おおだの企業情報はこちら
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①カメラで顔写真を撮影
②申請用ＷＥＢサイトでメール

アドレスを登録
③ＷＥＢサイトのＵＲＬが届い

たら顔写真を登録
し、必要事項を入
力して申請完了

・
公
的
な
本
人
確
認
書
類
に
な
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認
が
カ
ー
ド

１
枚
で
同
時
に
で
き
ま
す

・
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
可

能
と
な
り
ま
す

・
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、

薬
剤
情
報
や
医
療
費
通
知
情
報
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
確
認
で

き
ま
す

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
専
用
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
画
面
表

示
に
従
っ
て
操
作
す
る
と
、
電
子
版
の
接
種
証
明
書
が
取
得
で
き

ま
す

問
市
民
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
７
）

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド
で
す

・
カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
ケ
タ
の
番
号
）・
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
こ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と
や
申
請

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
今
な
ら
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第

２
弾
」
で
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
こ
の

機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
何
が
で
き
る
の
？

あ
る
と
便
利
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
？

マイナンバーカードの作り方は？

マイナポイント第２弾！

スマートフォン
①スマホで顔写真を撮影
②交付申請書の二次元

バーコードを読み取る
③申請用ＷＥＢサイトでメール

アドレスを登録
④ＷＥＢサイトのＵＲＬが届い

たら顔写真を登録し、必要事
項を入力して申請完了

パソコン 郵　　便
①交付申請書に必要事項を記入
②６か月以内に撮影した顔写真

を貼り付ける
③ポストに入れて申請完了

ポイント付与の対象となる
マイナンバーカードの申請期限は
令和₄年₉月30日㈮です

申請から約１か月後、市から「交付通知書」が届きます
交付通知書に記載してある必要書類を持参してマイナンバーカードを受け取りましょう！

　マイナンバーカードを取得した人に、最大
20,000円分のマイナポイントが付与されます。
ポイントは、お好きなキャッシュレス決済サー
ビスで使えます。

ポイントの対象 ポイント 申込期限

マイナンバーカードの取得
キャッシュレス決済サービスで
チャージまたは買い物をした場合

最大5,000円分
令和５年
２月28日㈫健康保険証として利用申し込み 7,500円分

公金受取口座の登録 7,500円分

・通知カード
・本人確認書類（運転免許証など顔写真付きのもの１点、または

健康保険証や年金手帳など顔写真の付いていないもの２点）

市民課（予約制）・各支所で申請
次の書類を持参のうえ
お出かけください

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8003）
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おおだウオッチング

町
並
み
保
存
地
区
に
つ
い
て
話
す
石
見
銀

山
課
の
職
員

多
く
の
あ
な
ご
商
品
が
店
頭
に
並

び
ま
し
た

渡
辺
さ
ん
は「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」を
目
指
す
と
語
り

ま
し
た

まちの話題を紹介

選定から35年をふりかえる

東京で大田市フェアを開催

　

７
月
９
日
、
重
要
文
化
財
熊
谷

家
住
宅
で
、「
大
森
銀
山
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
35

周
年
記
念
講
座
」（
全
５
回
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
回
の
講
師
は
、
石
見
銀
山
課

の
清
水
拓
生
主
任
。
大
森
銀
山
地

区
の
町
並
み
保
存
に
つ
い
て
、
そ

の
制
度
の
ほ
か
住
民
や
企
業
、
行

政
が
協
働
で
取
り
組
ん
だ
足
跡
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
建
造
物
の
保
存
修
理

や
活
用
の
話
、
ま
ち
あ
る
き
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
重
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅

（
☎
０
８
５
４
‐
89
‐
９
０
０
３
）

　

日
比
谷
し
ま
ね
館
（
東
京
都
）
で
７
月
５

日
か
ら
14
日
ま
で
「
大
田
市
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
、
全
国
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
り
ブ
ラ

ン
ド
化
が
進
む
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

あ
な
ご
の
一
夜
干
し
や
蒲
焼
き
な
ど
の
加

工
品
を
販
売
す
る
と
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
き

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
で

は
「
大
田
の
大
あ
な
ご
丼
」
が
期
間
限
定
で

登
場
し
、
肉
厚
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
あ
な

ご
は
大
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
は
丁
銀
レ
プ

リ
カ
に
触
れ
る
体
験
や
一
宮
酒
造
株
式
会
社

の
清
酒
「
15
周
年
記
念
ボ
ト
ル
」
の
試
飲
販

売
が
あ
り
、
大
田
市
の
食
や
歴
史
に
ふ
れ
ら

れ
る
10
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
訪
れ
、
楽
し
み
ま
し
た

ごいせ祭を賑やかに開催

大田の未来をつくる企業人へ

　

７
月
23
日
、
仁
摩
サ
ン
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
周
辺
で
「
第
36
回

ご
い
せ
祭
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
温
泉
津
舞
子

連
中
が
「
大
蛇
」
を
披
露
。
会
場

か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
た
ほ
か
、
ビ

ン
ゴ
大
会
や
邇
摩
高
校
卒
業
生
の

漫
才
コ
ン
ビ
の
ス
テ
ー
ジ
、
天
領

太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

産
品
な
ど
の
出
店
が
あ
り
、
多
く

の
人
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
夏
の
夜
空
に
色
鮮
や

か
な
花
火
が
咲
き
誇
り
、
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　若手後継者や経営者の人財育成や異業種交流を図ろう
と「おおだ未来創造塾」がスタートし、７月26日に第１
回「ＮＯＷ！おおだ塾」を開催しました。
　１部は、コンサルティングファーム「マッキンゼー・
アンド・カンパニー」日本代表で長久町出身の岩谷直幸
さんが経営者として必要な視点や考え方、社員への接し
方などを講演。また、２部は島根県中小企業家同友会の
渡辺健司さん（石見支部長）と船木副市長が加わり、市
内企業が抱える現状と課題や目指すべき企業像などにつ
いて意見を述べました。岩谷さんは「経営理念を明確に
し、将来を想像する力が求められる。また、大田が平和
で恵まれていることを理解したうえで、いろいろなこと
に挑戦していくことも大事」とアドバイスしました。

問産業企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8073）
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　新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化予防を目的として、
新型コロナウイルスワクチンの４回目接種をおこなっています。

接種券発行の申請は不要です

４回目接種を希望する人は、次のとおり接種券発行の申請が必要です

GLANSCAPE大山隠岐国立公園 Sanbe,Shimane　９月１日オープン

　予約方法や接種場所などの最新の情報については、市ホームページをご覧になるか、
電話でお問い合わせください。

詳細情報・予約は
二次元バーコード・またはこちらからhttps://glanscape.jp/sanbe

₉月１日㈭～10月31日㈪
現在予約受付中

新型コロナウイルス
ワ ク チ ン 接 種 追加接種（４回目接種）

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

１～３回目の接種

18歳から59歳のうち、基礎疾患がある人・重症化リスクが高いと医師が認める人

60歳以上

【接種券の申請方法】
①インターネット
　厚生労働省ＷＥＢサイト（コロナワク
チンナビ）から申請
②窓口または郵送
　申請書に必要事項をご記入のうえ、市役所本庁および支所の
窓口、または郵送で下記に申請してください。

〒694 - 8502（個別郵便番号で住所を省略できます）
大田市新型コロナウイルスワクチン接種対策室　行

③ワクチン接種コールセンター
　☎0854 ‐ 83 ‐ 8189　平日８時30分～17時

　３回目接種から４か月を経過した人へ、４回目
接種券発行申請案内（お知らせ）と申請書を順次
送付します。内容をご確認のうえ、①から③のい
ずれかの方法で申請してください。
※　医療従事者・高齢者施設等の従事者も対象と
なりました。申請方法は勤務先にご確認ください。

　壮大な風景を楽しむグランピング施設 
「Ｇ

グ ラ ン ス ケ ー プ

ＬＡＮＳＣＡＰＥ」が、三瓶山西の原
に期間限定でオープンします。
　霊峰、三瓶山。その麓に広がる透きと
おった風が心地のよい草原で、からだとこ
ころを思いっきり自由にするグランピング
体験。
　国立公園の雄大な自然と、活

い

きた火山が
つくり出す、風景、食材、そして温泉。日々
の暮らしから一歩抜け出す体験の数々が、
あなたの休日を、もっと特別なものへと変
えてくれるはずです。
　トヨタの先進モビリティに乗って国立公
園の周遊も可能です（状況により変更の可
能性あり）。また、三瓶温泉の入浴券が付
いています。実施期間が短くプレミアムな
宿泊プランです。
問glanscape_sanbe@account.airhost.co

・基礎疾患の範囲などは、こちらで
ご確認いただくか、お問い合わせ
ください

・該当するか不明な場合は、かかりつけ医などに
相談し、判断してください

　３回目接種から５か月を経過する人へ、接種券などの必要な書類を
順次送付します。案内が届いたら、同封してあるチラシをご確認のう
え、接種を希望する場合は、かかりつけ医療機関または接種可能な医
療機関で予約をして接種を受けてください。

コロナワクチンナビ

※　実際のテントの仕様は写真と異なる場合があります。
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　首がすわるまでの基本は、横抱き
で首の後ろとお尻を支えます。首が
すわったら、少しずつ腹ばいで遊ぶ
機会を作りましょう。胸の下にタオ
ルなどを丸めて置いたり、正面にお
もちゃを置いたりして声をかけると、
腹ばいの姿勢が保ちやすいです。

　手で足を持って遊ぶようになった
ら、寝返りが近いサイン。足が先に
回るように腰を支えてあげましょ
う。頭の少し斜め上で呼んだり、お
もちゃを鳴らしたりして、寝返りを
誘ってあげましょう。

　つかまって立ったり座ったりするようになったら、壁
や柵に引っ張ったり触ったりできるおもちゃをつけて遊
べるようにしてみましょう。片手遊びでバランスのとり
方が上手になります。

　平たんで広々としたところを安心して歩けるようにし
てあげましょう。足の裏や足の指にしっかり力を入れて
歩けるように裸足がおすすめです。

子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8196）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

発達に合わせた遊びのヒント

元気ですこやか　おおだっ子

できたことをおうちの人が一緒に喜んでくれることが、子どもの自信や意欲アップには1番です！

首がすわる 寝返り

つかまり立ち 歩きはじめ

患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し

合
う
様
子

　私は、令和３年12月に認知症看護認定看護師の認定を
受けました。認知症看護認定看護師は、日本看護協会の
認定審査に合格した者で、認知症患者さんとその家族の
支援を担い、認知症に関する最新の知識と技術を用いて
看護サービスを提供します。
　認知症患者さんにとって、入院生活は環境の変化と治
療や手術などに対する不安や緊張の繰り返しです。その
ような中で、私たち看護師は認知症患者さんが何を伝え
たいのか理解し、向き合い、ともに考えながら関わる必
要があります。認知症患者さんが入院によって身体機能
や認知機能が低下することなく、住み慣れた場所へ退院
できるよう支援をしていきます。

　当院は、各病棟に認知症ケア研修を修了した看護師を
配置しています。また、認知症ケア委員会では、認知症
患者さんのその人らしさを大切に、豊かな表情で入院生
活を過ごしていただける支援や認知症のあるかたと生活
をするご家族への支援ができるよう、委員が認知症ケア
についての勉強会の開催や事例検討などをおこない、知
識の向上を目指しています。
　認知機能障がいがある人の関わり方や相談などの希望
がある場合は、外来または病棟の看護師に声をお掛けく
ださい。

認知症看護認定看護師として
地域包括ケア病棟　主任看護師　田中めぐみ

看護の現場から
問市立病院（☎0854 ‐ 82 ‐ 0330）

　好きなおもちゃで誘ったり、ボー
ルを転がしたりして、動きたいとい
う意欲を引き出してあげましょう。
安定してきたら、斜面や低い段差な
どで手足をしっかり使ってはいはい
が楽しめるようにしてあげましょう。

はいはい
　ずりばいの初め頃、前に進
みたいのに後ろに進んでしま
うこともよくあります。足で
蹴って前に進む感覚がつかめ
るように足の裏を手のひらで
支えてあげましょう。

ずりばい
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こんにちは

保健師です 親子の愛着と子どもの心の発達

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

問子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）

親やお世話をしてくれる人と子どもの間に作られる心理的な絆
子どもが不安を感じたときに助けを求められる関係

「愛着」とは……？

　「抱っこする」「ハグする」
　「手を握る」「頭をなでる」など
　子どもが大きくなっても、ぎゅっと抱
きしめてあげることは、子どもの心の安
心につながります

　「散歩」「遊具で遊ぶ」「虫取り」
　「おままごと」「言葉遊び」など
　大人の楽しそうな様子は、子どもにも
伝わります。楽しかった気持ちを共有す
ることで信頼感が高まります

　よく聞いてあげて、目を見ながら言葉
を返してみましょう
　「話を聞いてくれる」「気持ちを分かっ
てくれる」と感じることでコミュニケー
ション力が育ちます

　「大好きだよ」「一緒にいると楽しいわ」
「何があっても味方だよ」「やっぱりうち
の子が一番」などの子どもを丸ごとほめ
る言葉をかけることで、子どもは自分の
存在を全肯定されたと感じます

ポイント１　スキンシップ ポイント２　一緒に遊ぶ

ポイント３　子どもの話を聞く ポイント４　子どもをほめる

愛着という土台がしっかり育つと
子どもの安心感や自己肯定感、コミュニケーション力につながります

愛着スキンシップ 読み聞かせ

会話をする 一緒に遊ぶ子どもをほめる

子育ての中でおこなっていることのほとんどが
愛着を築くことにつながります
子どもと一緒に笑って過ごす時間を作っていきましょう

自己肯定感 安心感・信頼感 コミュニケーション力
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健康ガイド９月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

がん検診（集団）

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 - 20 - 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

種　類 日時・場所 対象者など

☆胃がん検診
個人通知なし
事前申込不要

₂日㈮
₉：00～10：00 旧宅野漁協前 40歳以上

◎自己負担金　1,000円
・検診が午前の人は前日の21時以降、午後の人

は当日₇時以降に食事をとらないでください。

13：00～13：30 五十猛まちづくりセンター

₈日㈭
₉：00～10：00 馬路まちづくりセンター
13：00～14：00 仁摩保健センター

☆大腸がん検診
（容器配布）
個人通知なし
事前申込不要

₂日㈮
₉：00～11：00 宅野まちづくりセンター

40歳以上
◎自己負担金　400円
・₂日間の便を容器に取る検査

13：00～13：30 五十猛まちづくりセンター

₈日㈭
₉：00～11：00 馬路まちづくりセンター
13：00～15：00 仁摩保健センター

12日㈪ 13：30～15：00
17：30～19：00

大田市民会館
13日㈫ ₉：30～11：00

13：30～15：00

☆子宮頸がん検診
事前申込不要

12日㈪ 13：30～15：00
17：30～19：00

大田市民会館

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,000円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,000円13日㈫ ₉：30～11：00

13：30～15：00

☆乳がんマンモ
グラフィ検診
完全予約制

12日㈪
₉：30～11：30
13：30～15：30
17：00～19：00

大田市民会館

40歳以上の女性（₂年に１回）
◎自己負担金　1,500円
・２方向撮影
・予約先　
　健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

13日㈫ ₉：30～11：30
13：30～15：30

15日㈭ ₉：30～11：30
13：30～15：30

９月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 21日㈬ ₉：30～11：00

仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談

母子健康手帳
バスタオル

離乳食教室
（前期） 27日㈫

10：00～11：30
受付₉：45～

対象／生後８か月頃までの乳児
とその保護者

母子健康手帳
バスタオル

おむつ
飲み物（お子さん用）

育児教室
（前期） ₉日㈮ ふれあい遊び、読み聞かせなど

（妊婦さんも大歓迎）

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。
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中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

９月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 　 １ ２ ③
④ ５ ６ ７ ８ ９ ⑩
⑪ 12 13 14 15 16 ⑰
⑱ 19 20 21 22 23 �
� 26 27 28 29 30

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

おすすめの本

図書館 行　　　事 日　　　　　　　時

中　央

おはなし会 10日㈯・24日㈯ 14：00～14：20

ストーリーテリング 17日㈯ 14：00～14：20

古文書を読む会 17日㈯ 14：00～16：00

仁　摩

おはなし会 17日㈯ 10：15～10：45

仁摩小学校夏休み
作品展 １日㈭～18日㈰

ガン征圧月間関連本
展示 １日㈭～29日㈭

アルツハイマー型認知
症啓発展 １日㈭～29日㈭

行事と企画展

『日本一短い手紙「こころ」』
丸岡文化財団/編集　中央経済社（仁摩図書館所蔵）

　「日本一短い手紙」のテーマは「こころ」。
　150万通を超える中から、選び抜かれた40文字までという
短い手紙によって、読後の私たちの「こころ」はどう動きだ
すのでしょう。

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

「顕著な普遍的価値」

　
「
石
見
銀
山
に
は
普
遍
的
価
値

が
あ
る
」
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

「
普
遍
的
」
と
は
、「
す
べ
て
の
も

の
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
、
広
く

行
き
わ
た
る
こ
と
」
を
意
味
し
、

普
遍
的
価
値
と
は
、「
誰
も
が
認

め
る
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
共
通
し

た
価
値
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
世
界
遺
産
と
し
て
の

価
値
の
場
合
は
、
単
な
る
普
遍
的

価
値
で
は
な
く
、「
顕
著
な
普
遍
的

価
値
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ

ま
す
。「
顕
著
」
と
は
、「
著
し
い

さ
ま
」、
あ
る
い
は
「
際
立
っ
て

目
に
つ
く
さ
ま
」
と
い
う
意
味
で

す
。
英
語
で
は
、「O

ア
ウ
ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

utstanding

」

と
い
い
、
そ
の
あ
と
に
続
く
普
遍

的
な
価
値
「U

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

niversal V

バ
リ
ュ
ー

alue

」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
、
世
界
遺
産

と
し
て
の
価
値
を
、「
Ｏ
・
Ｕ 

・

Ⅴ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

石
見
銀
山
の
登
録
時
に
は
広
く

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
Ｏ
Ｕ

Ｖ
の
通
称
は
、
世
界
遺
産
の
制
度

や
価
値
な
ど
の
理
解
が
進
ん
だ
今

で
は
、「
こ
の
遺
産
の
Ｏ
Ｕ
Ｖ
は

…
…
」
と
、
ま
さ
に
普
遍
的
な
言

葉
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
普
遍
的
価
値
」
で
も
、「
顕
著

な
普
遍
的
価
値
」
で
も
、
ど
ち
ら

で
も
よ
い
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
こ
の
「
顕
著
な
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
な
い
か
で
、

「
世
界
遺
産
で
あ
る
か
ど
う
か
に

か
か
わ
る
」
と
い
え
る
ぐ
ら
い
、

最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
世
界
遺
産
と
は
、「
人

類
の
宝
石
箱
」
に
入
れ
る
べ
き

「
世
界
に
一
つ
の
宝
物
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
、「
際
立
っ
て
」
価
値

あ
る
遺
産
だ
か
ら
で
す
。

　

世
界
遺
産
の
価
値
は
、「
あ
ら

ゆ
る
価
値
よ
り
も
尊
重
さ
れ
、
国

際
社
会
が
協
力
し
て
守
る
も
の
」

と
世
界
遺
産
条
約
（
正
式
名
称

「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺

産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」）
に

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が

「
世
界
遺
産
条
約
」
に
批
准
＊

し

た
の
は
１
９
９
２
年
の
こ
と
で
す
。

本
年
は
、
世
界
遺
産
条
約
批
准
30

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
る

の
で
す
。

＊
条
約
の
締
結
に
対
す
る
当
事
国

の
最
終
確
認
、
同
意
の
手
続
き

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第５回
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きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
拉
致
問

題
は
、
日
本
に
お
い
て
解
決
す
べ

き
人
権
課
題
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

て
お
り
、
早
期
の
解
決
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
昭
和
50
年
代

に
か
け
て
、
全
国
各
地
で
謎
の
失

踪
事
件
が
多
く
発
生
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
失
踪
事
件
の
特
徴

は
、「
近
所
」「
軽
装
」
で
所
持
品

を
持
た
ず
に
、
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　

失
踪
事
件
の
た
び
に
、
警
察
や

地
元
住
民
な
ど
に
よ
る
捜
索
が
続

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
に
探

し
て
も
失
踪
者
が
見
つ
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
失
踪
事
件
が
発
生
す

る
た
び
に
同
じ
よ
う
な
状
況
が
続

き
、
全
国
的
に
も
大
き
く
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
11
月
29
日
、
日
本
人

名
義
の
偽
造
旅
券
を
所
持
し
た
北

朝
鮮
工
作
員
の
２
人
が
、
バ
グ

ダ
ッ
ド
発
ソ
ウ
ル
行
き
の
大
韓
航

空
機
を
、
飛
行
中
に
時
限
爆
弾
で

爆
破
さ
せ
、
多
く
の
人
が
犠
牲
と

な
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
工
作
員
２
人
は
西
ア
ジ

ア
の
バ
ー
レ
ー
ン
王
国
で
拘
束
。

１
人
は
服
毒
に
よ
り
自
死
、
も
う

１
人
は
自
死
に
失
敗
し
逮
捕
さ
れ

ま
し
た
。

　

工
作
員
の
供
述
な
ど
か
ら
、
実

行
犯
２
人
は
朝
鮮
労
働
党
対
外
情

報
調
査
部
に
所
属
し
、
北
朝
鮮
当

局
か
ら
「
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
妨
害
す
る
た
め
、
大
韓
航
空

機
を
爆
破
せ
よ
」
と
の
指
令
を
受

け
、
犯
行
に
及
ん
だ
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
人
の
女

性
が
工
作
員
に
日
本
語
教
育
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
こ
う
し
た
事
実
や
事

件
そ
の
も
の
へ
の
関
与
を
完
全
に

否
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
朝

鮮
に
よ
る
拉
致
の
疑
い
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
謎
の
失
踪

事
件
の
真
相
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
認
定
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者

を
一
刻
も
早
く
帰
国
さ
せ
る
よ
う

北
朝
鮮
に
対
し
、
強
く
求
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
日
本
人
拉
致
問
題
の
早

期
解
決
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
す

べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
日
も
早

い
帰
国
を
目
指
し
て
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
活
動
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
９
年
、「
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
（
家
族

会
）」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
拉

致
被
害
者
の
救
出
を
求
め
る
運
動

が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
、
令
和
４

年
１
月
時
点
で
、
１
５
０
０
万
筆

を
超
え
る
署
名
が
総
理
大
臣
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
会
に
お
い
て
は
、
平
成
14
年

に
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致

さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す

る
法
律
」
が
、
平
成
18
年
に
は
「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
平
成
18

年
に
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
、

す
べ
て
の
国
務
大
臣
を
構
成
員
と

す
る
「
拉
致
問
題
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
２
回
の
改
廃
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
以
降
、
日
本
政
府
は

北
朝
鮮
に
対
し
て
拉
致
問
題
の
解

決
を
提
起
し
ま
し
た
が
、
北
朝
鮮

側
は
か
た
く
な
に
否
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
14
年
９
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
朝
首
脳

会
談
に
お
い
て
、
金
正
日
朝
鮮
労

　

日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
被
害
者
と
し
て
17
人
を
認
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
５
人
は

既
に
帰
国
し
て
い
ま
す
が
、
残
る

12
人
は
帰
国
を
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
拉
致
の
可
能
性

を
排
除
で
き
な
い
人
が
８
７
２
人

（
令
和
３
年
12
月
時
点
）
存
在
し
、

そ
の
う
ち
朝
鮮
籍
の
幼
児
２
人
が

日
本
国
内
で
拉
致
さ
れ
た
こ
と
も

働
党
総
書
記
が
初
め
て
拉
致
を
認

め
、
謝
罪
。
再
発
防
止
を
約
束
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
翌
月
に
は
５
人

の
日
本
人
拉
致
被
害
者
が
24
年
ぶ

り
に
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
侵
害
の
は
じ
ま
り

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

国
内
に
お
け
る
取
り
組
み

日
本
人
拉
致
問
題

解
決
し
て
い
な
い
拉
致
問
題

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

日
本
人
拉
致
問
題

　市では、北朝鮮当局による人権侵害問
題をテーマとした講演会・上映会を開催
します。

▽日時　
　10月24日㈪　13時30分～
▽会場　
　サンレディー大田
▽内容　
　内閣府職員による講演
　アニメ「めぐみ」上映
　「拉致被害者御家族メッセージ」
　上映
▽参加料
　無料

人権を考える
市民のつどい
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市　勢
（令和４年８月１日現在）

○人　口　32,997人　　（△　7）
　・男　　15,869人　　（△　16）
　・女　　17,128人　　（　　9）
○世帯数　15,562世帯（△　5）
○出生数　　　15人
○死亡数　　　36人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

　

家
屋
を
解
体
し
た
場
合
、
次
の

年
か
ら
は
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産

税
は
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
家

屋
を
解
体
さ
れ
た
場
合
は
、
税
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

解
体
さ
れ
た
家
屋
の
種
類
に
よ
っ

て
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
面
積
の
大
き
さ
に
関
わ

ら
ず
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ

た
場
合
に
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

課
税
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
５
）

家
屋
の
解
体・新
築・増
築

を
し
た
ら
税
務
課
へ

催
　
　
し

　

市
で
は
慰
霊
塔
に
お
い
て
献
花

を
お
こ
な
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福

を
祈
念
し
ま
す
。
慰
霊
塔
は
７
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で
開
扉
し
て
い

ま
す
。

▽
日
時　

９
月
23
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
10
時
30
分

▽
会
場　

代
官
山
慰
霊
塔（

大
田
町
）

問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

大
田
市
戦
没
者
追
悼
式

▽
日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

▽
日
時　

９
月
17
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
グ
ッ
モ
ー
エ
ビ
ア

ン
！
」（
２
０
１
３
年
／
１
０

６
分
）

▽
内
容　

未
婚
の
母
ア
キ
と
中
学

生
の
娘
ハ
ツ
キ
、
ア
キ
が
所
属

し
て
い
た
パ
ン
ク
バ
ン
ド
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
ヤ
グ
が
織
り
成

す
、
一
風
変
わ
っ
た
家
族
の
姿

を
描
く（
出
演
／
麻
生
久
美
子
、

大
泉
洋
ほ
か
）

▽
定
員　

70
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料　

申
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

　

福
祉
施
設
で
補
助
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
働
く
た
め
の
心
構
え
や
知
識

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

９
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

　

郷
土
出
身
の
写
真
家
、
藤
井
保

氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
２
日
㈰
13
時
～

▽
会
場　

大
田
市
民
会
館

▽
演
題　
「
私
が
見
た
も
の
、
出

会
っ
た
人　
ウ
ラ
ば
な
し
」

▽
定
員　

70
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
入
場
料　

無
料

申
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
６
３
０
）

▽
日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
）

▽
内
容　

事
業
所
Ｐ
Ｒ
、
事
業
所

に
よ
る
就
職
面
談
、
個
別
相
談

な
ど

▽
参
加
費　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
対
象　

島
根
県
内
の
福
祉
職
場

に
就
職
を
希
望
す
る
人
、
令
和

５
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
学
生

▽
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

特
設
ペ
ー
ジ
で
、
８
月
１
日
㈪

か
ら
受
付
開
始

申
・
問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
５
７
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
10
人

▽
申
込
期
限　

８
月
30
日
㈫

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

介
護
補
助
育
成
講
習

し
ま
ね
の
福
祉
職
場

合
同
相
談
会

　

調
停
制
度
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
20
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▽
会
場　

松
江
地
方
・
家
庭
裁
判

所
出
雲
支
部
・
浜
田
支
部

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

各
10
人

▽
内
容　

調
停
制
度
の
概
要
説

明
、
模
擬
調
停
、
調
停
室
な
ど

の
見
学

▽
申
込
方
法　

電
話
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
切　

９
月
30
日
㈮

申
・
問
松
江
地
方
裁
判
所　

（
☎
０
８
５
２
‐
35
‐
５
２
１
２
）

調
停
制
度
説
明
会

写
真
家
　
藤
井
保
氏
講
演
会
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生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま
と

め
、
全
世
帯
に
配
布
す
る
「
く
ら

し
の
便
利
帳
」
２
０
２
２
～
２
０

２
３
年
度
版
を
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
事
業
を
活

用
し
、
令
和
５
年
１
月
に
発
行
す

る
予
定
で
す
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
有
料
広
告
掲

載
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
（
予
定
）　

８
月
下

旬
～
10
月

※　

有
料
広
告
掲
載
の
ご
案
内
の

送
付
や
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
店
舗

へ
訪
問
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
３
）

　

認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
21
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▽
会
場　

大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

10
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
参
加
料　

無
料

申
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

く
ら
し
の
便
利
帳
広
告

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

募
　
　
集

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー

ス▽
期
間　

11
月
17
日
㈭
～
令
和
５

年
３
月
16
日
㈭

▽
会
場　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根
（
江
津
市
）

▽
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
１
万
６
０
０
０
円
程
度
）

▽
対
象　

求
職
者

▽
申
込
期
限　

10
月
26
日
㈬

▽
定
員　

15
人

▽
入
校
検
定
日　

11
月
２
日
㈬

▽
検
定
会
場　

浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法　

面
接
・
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）　

▽
申
込
方
法　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
窓
口
で
入
校
願
を
提
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　

９
月
11
日
㈰
と
10
月
８

日
㈯
（
全
２
回
）

▽
作
品　

壁
掛
け
プ
レ
ー
ト
に
冬

の
幻
想
的
な
景
色
を
描
き
ま
す

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

４
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

▽
応
募
作
品　

自
作
未
発
表
の
も

の
一
首

▽
応
募
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
出
詠
料　

１
０
０
０
円

※　

応
募
時
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。
切
手
不
可
、
郵
送
の
場
合
は

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

９
月
１
日
㈭
～
９

月
30
日
㈮（
当
日
の
消
印
有
効
）

▽
応
募
先

〒
６
９
４
‐
０
０
６
４

大
田
市
大
田
町
大
田
イ
１
２
８

大
田
市
文
化
協
会
（
大
田
市
短

歌
大
会
事
務
局
）

短
歌
大
会

▽
日
時　

11
月
14
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▽
会
場　

大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

申
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
６
３
０
）

県
立
西
部
高
等
技
術
校

三
瓶
木
工
館

第
32
回
大
田
市
短
歌
大
会

　事前に市民課への予約が必要です。
休日窓口（日曜日）　　　８時30分～12時
　10月２日・23日　11月13日・27日
平日窓口延長（月曜日）17時15分～19時30分
　10月３日・17日　11月７日・21日
▽申請・交付場所　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません
※　予約状況により、希望日時に受け取りができない場
合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を
開設 　昭和32年12月31日以前に生まれた人は、次の県立施

設の入館料が無料になります。入館受付の際に健康保
険証や運転免許証などを提示してください。
　
◇無料となる施設・期間
９月15日㈭～21日㈬

①県立美術館（松江市）②八雲立つ風土記の丘展示
学習館（松江市）③古代出雲歴史博物館（出雲市）
④宍道湖自然館ゴビウス（出雲市）⑤三瓶自然館サ
ヒメル・三瓶小豆原埋没林公園（大田市）⑥しまね
海洋館「アクアス」（浜田市・江津市）　⑦花ふれあ
い公園「しまね花の郷」（出雲市） 

９月17日㈯～23日㈮
⑧島根県立石見美術館（益田市）

◇休館日　①～⑥９月20日㈫
　　　　⑧９月15日㈭・16日㈮・20日㈫

「老人の日・老人週間」
県立施設の無料開放
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波根・朝山・富山 ₈日 20日

久手（鳥越含） 12 26

鳥井・長久（新諸友含） ₉ 30

静間・五十猛・大屋 13 27

大代・祖式・水上・大森 14 28

川合・久利 15 29

大田（橋北） ₆ 21

大田（橋南） ₂ 16

三瓶・山口（大田野城含）１ 22

温泉津 １ 15

湯里・井田 ₈ 22

福波 14 28

仁万 ₇ 20

天河内・馬路 ₉ 30

宅野・大国 ₂ 16

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　４日・18日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

９月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　計量法に基づき、適正な計量の実施を図るため、２年に一度「特定計量器
定期検査」がおこなわれます。有償、無償に関わらず、取引または証明に使
用される質量計（はかり、分銅およびおもり）は検査が必要です。
　今年度の日程と会場は次のとおりです。最寄りの検査会場へ対象となる質
量計と手数料をご持参ください。

検査日 時　　間 会　　　　　　場

９月５日㈪
13：30～14：00 宅野まちづくりセンター
14：30～15：00 馬路まちづくりセンター
15：30～16：00 大国まちづくりセンター

６日㈫

10：00～10：30 旧ＪＡ石見銀山井田サービスセンター
11：00～11：30 福波まちづくりセンター
13：00～13：30 湯里まちづくりセンター
14：00～16：00 温泉津まちづくりセンター

７日㈬

₉：30～11：30 仁摩農村環境改善センター
13：00～13：30 久利まちづくりセンター
14：00～14：30 水上まちづくりセンター
15：00～15：30 大代まちづくりセンター

８日㈭
₉：30～10：30 五十猛まちづくりセンター
11：00～11：30 静間まちづくりセンター
13：00～14：00 鳥井まちづくりセンター

13日㈫
13：00～14：00 波根まちづくりセンター
14：30～16：00 久手まちづくりセンター

14日㈬

₉：30～10：30 富山まちづくりセンター
13：00～14：00 志学まちづくりセンター
14：30～15：30 池田まちづくりセンター
16：00～17：00 大田市立病院

15日㈭
₉：30～12：00 職業訓練センター
13：30～14：30 川合まちづくりセンター
15：00～16：00 長久まちづくりセンター

16日㈮
₉：00～12：00

職業訓練センター
13：00～15：30

特定計量器定期検査取引・証明用はかり
お忘れなく

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

24日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

17日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

17日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂９月の予定

問産業企画課（☎0854 - 83 - 8072）
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〈広告〉〈広告〉

９月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　₈月29日㈪、30日㈫、31日㈬
　₉月12日㈪、28日㈬、29日㈭、30日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）

₉月18日㈰
問収納管理室（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₈月31日 ₉月30日

市　　県　　民　　税 ₂期 ―

国 民 健 康 保 険 料 ₂期 ₃期

後期高齢者医療保険料 ₂期 ₃期

税・保険料

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

13日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

２日㈮・９日㈮・
16日㈮・22日㈭・
30日㈮
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

12日㈪　13時30分～15時30分 県央保健所

申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

移動ナースバンク

28日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉のお仕事相談会

28日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談

₉日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

₉日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

６日㈫・22日㈭　10時～15時
（最終受付時間） 市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談

₆日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）
相談日以外の相談は島根県交通事故相談所（松江市）

（☎0852 - 22 - 5102）

行政相談

₉日㈮　₉時～12時 温泉津まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

₉日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館

申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
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　大田市の海岸線は約46キロメートル。日本遺産に認定
された琴ヶ浜や波根西の珪化木、仁万の硅化木、静之窟、
立神岩もあります。７月３日、大田市海岸一斉清掃活動
がおこなわれました。
　この活動は市内のさまざまな組織・団体で構成される

「大田市海岸を美しくする活動実行委員会」が主催し、
19回目の開催を数えます。今年は鳥井海岸をメイン会場
とし、ボランティアや地元自治会の皆さん約300人が海
岸に漂着した空き缶やプラスチック、発泡スチロールな
どを拾い集めました。このほかの海岸でも、約1,300人
が早朝から海岸清掃に参加し、汗を流しました。　
　今後もこの美しい大田市の海岸を未来に引き継ぐため、
皆さんのご協力をお願いします。

　日本財団が推進する「海と日本プロジェクト」の一つ
で、一般社団法人日本昔ばなし協会が全国に残された海
にまつわる民話をアニメーションで映像化する「海ノ民
話のまち」として、大田市が認定されました。民話のス
トーリーとそれに込められた先人たちの思いや警鐘、教
訓を次世代へ引き継ごうとするもので、７月25日、市役
所で認定証贈呈式がおこなわれました。
　日祖地域（温泉津町温泉津）に伝わる民話「影ワニ」
のアニメを制作する沼田かずみゼネラルプロデューサー
は、天候のよい「凪

なぎ

の日に漁に出てはいけない」という
テーマに着目。「ワニ（サメ）が人を襲うということから、
乱獲をしない、掟

おきて

を守るとよいことがあるということが
おもしろく伝わっている」と認定された経緯を説明しま
した。

説を聞きながら、琴ヶ浜と海岸線沿いの地形と地質を観
察して歩く日本遺産講座をおこないました。
　琴ヶ浜は半円状の湾にあり、その両側にはグリーンタ
フ（緑色凝灰岩）の岩盤が岬状に突き出しています。海
岸沿いの岸壁をよく見ると緑色の岩が見てとれます。ま
た、「琴ヶ浜は町並みと鳴り砂である浜が接している非
常に珍しい場所」だと中村学芸員は解説。白くて目が細
かい砂には石

せき

英
えい

という鉱物を多く含み、ゴミで汚れてい
ない場所や砂の粒の大きさが均一であることなどの条件
で鳴り砂になります。
　中村学芸員は「琴ヶ浜と密接に暮らしていた馬路の人
たちは、昔から海をきれいにし続けてきたので、今日の
鳴り砂の浜がある」とまとめました。
　参加者は「大田に住んでいるが知らなかったことが多
く、とても勉強になった。次回もこのような講座があれ
ば参加したい」と話しました。

問石見銀山課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8131）

　鳴り砂の浜とそれをもたらす地形、浜で見つかるさま
ざまな石、緑色の岸壁――。仁摩町馬路の琴ヶ浜周辺に
は、火山が生んだ多くの「キセキ」があります。
　７月23日、三瓶自然館サヒメルの中村唯史学芸員の解

清
掃
活
動
に
取
り
組
む
参
加
者

船
木
副
市
長
に
認
定
証
を
贈
呈
す

る
柴
田
英
知
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー（
右
）

大田市の海岸をきれいに 温泉津の民話「影ワニ」がアニメに

岸壁の地質を説明する中村学芸員（左）

手で砂をはらいながら「キュッキュッ」と音を出してみる参加者日本遺産講座を開催

鳴り砂と地質を観察
まじあるき


